
まつやま中学生海外派遣2026

2026.7.21～7.28

アメリカ班



月日 行程

7月21日(火) 松山空港発　サンフランシスコ空港着

7月22日(水)
サクラメント市庁舎見学　カリフォルニア州議事堂見学

カリフォルニア博物館見学　Welcome and Thank youディナー

7月23日(木) 砂金採集体験　鉄道博物館　オールドサクラメント散策

7月24日(金) サター砦見学　花見ライン　カリフォルニア・ステートフェア

7月25日(土) ホストファミリーと過ごす

7月26日(日) ホストファミリーと過ごす

7月27日(月) サンフランシスコ空港発

7月28日(火) 松山空港着

アメリカ班　日程表アメリカ班　日程表アメリカ班　日程表



アメリカ　サクラメント市

地元の先住民族を強制労働させ

たり土地を奪ったりした側面も併

せて展示されていた。社会科な

どで先住民の強制労働と言われ

てもイメージが薄かった。しか

し、サター砦の展示を見て、具体

的に何をさせていたか、どんな環

境で暮らしていたかがリアルに感

じられ、どこか遠く感じていた

社会科の話の解像度が上がっ

た。

アメリカの地方自治と民主主義の仕組

み、 州議会（上院・下院）がどのよう

に法律を作るかなど、アメリカという

国の根幹を学べた。日本との違いを感

じたのは、民衆が直接、意見を言える

と言うところだ。日本は、民衆の意見

は手続きをして伝えたり、議員を経由

して伝わったりするなどだ。議員の安

全やスムーズな話し合いという観点で

は日本の方が良いと言えるが、アメリ

カのオープンさは民主主義の国として

いいと思った。

ハイチュウやポッキーなど日本の

お菓子が多くあった。他にも日本

のアニメのTシャツを着ている人

がいたり、トヨタの看板があった

り、日本のゲームのキャラのガチ

ャがあったり、日本のお菓子や会

社、文化がアメリカでも人気なの

を目で見て、日本の影響力を実感

した。

ホストファミリーと公園でバレ

ーをした。アメリカの公園は広

くスポーツ前提で設計されてお

り、ボール遊びに寛容だと知っ

た。日本ではさまざまな人への

配慮から、球技禁止の公園が多

い。アメリカのように自由にボ

ール遊びができる公園が増えて

ほしいと感じた。

愛媛県立西中等教育学校　２年　安部　真央　 



アメリカ　サクラメント市済美平成中等教育学校　３年　亀澤　杏梨　 

＜サクラメント市庁舎＞

新市庁舎は旧市庁舎を守る形で、低

めに丸くなって建てられているそう

です。

市庁舎の前には、姉妹都市の方向と

距離を示す看板があります。松山市

も書かれていて、サクラメントから

松山がどの方向にあるのか分かりま

す。 今でも姉妹都市は増えているよ

うです。

＜金鉱発掘ツアー＞

ここは、ゴールドラッシュのきっ

かけとなった場所です。

1848年にジェームズ・マーシャ

ルが、サッターズ・ミルという製

材所の水路で金を発見しました。

 砂金採集では、本物の金は本当

に小さくて、見つけるためにはと

ても集中力が 必要でした。

時には、本物の金より大きい「ダ

ミー」に出会うこともあります。

＜カリフォルニア州議事堂＞

カリフォルニア州議事堂は、1869

年に完成し、現在も州議会が開か

れている場所です。上院は赤、下

院は緑を基調とした議場になって

います。

 建物の前には大きな公園があり、

戦争の記念碑や、小さい植物園、

たくさんのバラが咲いている場所

もあります。

＜花見ライン＞

ここは松山市とサクラメント市

が姉妹都市としてのつながりを

表す場所の一つで、手前に写っ

ているマンホールは松山市から

送ったものです。

 また、「松山通り」といってその

道の方角を歩いたら松山に着く

ような設計に なっています。



アメリカ　サクラメント市小野中学校　２年　川本　怜

僕を受け入れてくれたホストファミ

リーはデイビットさんという方です。

４人家族でこの写真に写っているお

兄さんはテオさんです。皆さんとは買

い物に行ったり野球を見に行ったりバ

ーベキューをしたりしました。

初めは上手く話すことはできなかっ

たけれどジェスチャーなどを用いてコ

ミュニケーションを取ることができ

ました。

この写真はカリフォルニア

ステートフェアのロープウ

ェイの写真です。

この時に初めて自分1人で

アメリカの人からチケット

を買う機会でした。自分の

英語が通じるかなという気

持ちと自分なりに頑張ろう

と思う気持ちが混ざったけ

れど、上手くチケットが買

えたので、とても嬉しかっ

たです。

この写真は飛行機から一番最初に

見えたアメリカ本土の写真です。

最初はアメリカにこれたことに感

動したけれど、そのうち、アメリ

カで英語が通じるか、生活できる

かどんどん不安になりました。け

れど、なんとかなると心を決め、

「どんな事にも一回は挑戦する」

というきっかけを次に繋げていき

ました。

サクラメント市議会に行ったと

きに松山や日本との違いを感じ

ました。アメリカは議会に対し

て市民が自ら議会に意見を出す

ことができると知ってこのシス

テムは日本でも取り入れて欲し

いと思いました。市議会の椅子

に座った時にとても座り心地が

良く席も高かったので全体が見

渡しやすかったです。市民の意

見をしっかり聞いてくれている

なと感じました。



アメリカ　サクラメント市

この写真は、サクラメント

市の市役所の議場を見学し

ている様子です。市議会が

行われる場所で、議員が座

る席や大きなスクリーンな

どがあり、アメリカの行政

について学びました。

サクラメントのハナミライン

にあるマンホールです。松山

市が寄付したもので、松山市

の花などがデザインされてい

ます。「マツヤマドオリ」に設

置されていて、遠く離れたサ

クラメントと松山市の姉妹都

市としての繋がりを感じるこ

とができました。

北条南中学校　３年　佐伯　莉奈　 

カリフォルニア州議事堂は、

カリフォルニア州の法律や政

治について話し合い、州の重

要なことを決める場所です。

州議会の議員が集まり、法律

を作ったり、州の予算などに

ついて議論したりしていま

す。サクラメントにあり、カ

リフォルニア州の政治の中心

になっています。

この写真は、サクラメント

の姉妹都市の方向と距離を

示す標識です。松山市の名前

も記載されています。遠く離

れた日本とアメリカが姉妹

都市として繋がっているこ

とを実感でき、松山の表示

を見つけてとても嬉しく感

じました。



アメリカ　サクラメント市愛媛県立西中等教育学校　２年　坂本　國弘　 

 サクラメントの市役所敷地内

にあります。

 姉妹都市の名前、方角、距離

が記されています。6月25

日、メキシコのミチョアカン

州モレリアが新たに姉妹都市

となり標識に追加されたそう

です（写真一番下）。姉妹都

市の多さに驚きました。

 砂金体験では、オースティン

さん（中央の方）が、レンジャ

ーの服を着させてくださいまし

た。金が本物なのか偽物なの

か、全く区別がつかなかったの

で採集する度に、ガイドさん

（右の方）に尋ねました。

結果は・・・

なんと！沢山の金を採集するこ

とができました。

カルフォルニア州の高速道路の写

真です。ぼくが見た限り、少なく

とも片側5車線、合計10車線、多

いところでは片側6車線合計12車

線もありました。また、日本のよ

うに有料ではなく、無料で通れる

ようになっていました。松山道は

対面か片側2車線で通行量も少な

いので、車線の多さ・通行無料と

いうだけでも、僕の想像をはるか

に超えていました。

ホストファミリーと一緒に、サ

ンフランシスコジャイアンツの

野球観戦をしている場面が、アメ

リカのデジタル新聞に掲載され

ました。自分の応援していると

ころが新聞やスクリーンに映る

とは思わなかったので、とてもう

れしかったです。



アメリカ　サクラメント市

◯建物の大きさはとても大きい

◯美術館の様で歴史的建造物

◯愛媛県庁舎本館（昭和4年築

　の国登録有形文化財）は

　戦前のレトロで重厚な近代

 

建築

 

カルフォルニア州議事堂は

　カルフォルニア州のシンボル

済美平成中等教育学校　３年　篠森　煌真　 

◯アメリカで有名なだけあ

って、日本で馴染みのあるマ

クドナルドやモスバーガーよ

り少し高そうでしたがとて

も美味しかった

〇ジュースを注ぐところが棒

を押すと出てくるところがと

ても驚いた 

◯この棒は姉妹都市になって

いる場所を正確に示し、それ

を街中に置いているところが

姉妹都市を大切にしていると　

思った

◯新たに姉妹都市になった都

市もしっかりと記しており、松

山市にはこのような棒がない

ため是非とも取り入れてほし　

いと思った 

◯人生で初めてMLBの試合を　

　ホストファミリーと観戦

◯日本のプロ野球観戦より、

　観客の数が多く圧倒された

◯日本ではチーム応援歌が歌

われたりする

〇アメリカでは応援歌はな

く、　違う盛り上がりを感じ

た



アメリカ　サクラメント市愛媛大学教育学部附属中学校　３年　西川　暖晃　 

ホームステイを通し、国を超え

ても人の優しさは変わらないと

感じました。ホストファミリー

は、僕たちを本当の家族のよう

に接して下さいました。映画で

した見たことのなかったゴール

デンゲートブリッジを渡ること

ができ、とても嬉しかったで

す！

どの食べ物も相当な量があり、

僕はアメリカにいる間、常に満

腹で幸せでした！ただ、量が多

いことに加えて味付けも濃かっ

た為、現地の人も含め多くの人

が食べ物を残していました。食

べられる量を考えるなど、フー

ドロスの観点で工夫が必要だと

思いました。

コロマでは、ゴールドラッシュ

の面影がある場所が沢山ありま

した。

特に採掘場では、大きな岩が転

がっていて、当時の人たちが命

をかけて金の採取をしていたの

だと感じました。また、日本か

ら遠く離れたコロマの地に、ジ

ョン万次郎がいたと知り、不思

議な気持ちになりました。

どの店舗も規模が大きく、品

数がとても多かったです。コ

ンビニのようなすぐに行ける

お店が少ないため、一度に沢

山買い込む文化があると思い

ます。小分けで買うことが難

しいので、食品の管理も難し

くフードロスに繋がるのでは

ないかと感じました。



アメリカ　サクラメント市高浜中学校　２年　牧野　夏音　 

１つ目は砂金採取体験「コロマ」

に行ったことです。

最初にコロマの歴史を学び、そこ

でどのような歴史があったのかが

学べました。砂金採取体験では、

本物の金を取ることができまし

た。最初は取るのが難しく、苦戦

したけれど友達や大人の方々に教

えてもらったおかげでたくさんの

金を取ることができました。

3つ目はステート・フェアに行っ

たことです。

海外の遊園地は日本の遊園地よ

りもたくさんの遊具があり、と

ても楽しめるなと思いました。

私は、リフトに乗って上から建

物を見ました。リフトにはあま

り乗ったことがなく、とても楽

しかったです。

2つ目は鉄道博物館で昔の鉄

道を見たことです。

自分の中で一番楽しみにして

いた場所で日本の列車にはな

い、内装や外装を見れてとて

も嬉しかったです。食堂車や

寝号車など初めて見る列車ば

かりでとてもよかったです。

4つ目はホームステイをしたこと

です。

ホームステイではサイクリング

で、ボーリングやタワーブリッ

ジに行ったり、私の誕生日を祝

ってくれました。

今回の海外派遣でたくさんの学

べたことがありました。これか

らたくさんのことに活かしてい

きたいです



アメリカ　サクラメント市

私が選んだ写真の1つ目は、

サッター砦の樽を作っていた

場所です。サッター砦ではジ

ョン・サッターがさまざまな

事業をしていて感動しまし

た。鍛冶屋、パン屋、牢獄、

食堂が当時のまま復元されて

いて勉強になりました。

南中学校　３年　三浦　にこ　 

3つ目はサクラメント市庁舎

です。新市庁舎は旧市庁舎を

囲むようなアーチ状に作られ

ており、歴史ある建物だそう

です。この市庁舎では議員さ

んのお話を聞いたり議員さん

の席に座らせていただくこと

ができてとても嬉しかったで

す。

2つ目は花見ラインで見つけ

た松山市のマンホールで

す。花見ラインでは松山市

の姉妹都市だということも

あり松山市の桜なども見ら

れました。

4つ目はサクラメント市庁舎

のとなりにある姉妹都市を指

す看板です。松山市だけでは

なく世界各国にサクラメント

市と姉妹都市を結んでいる地

域がありとても驚きました。

松山の方位を指していること

も知れました。



アメリカ　サクラメント市勝山中学校　３年　渡辺　友梨　 

サクラメントの市長さんの椅

子に座ることが出来ました。

大きな椅子で座り心地がよか

ったです。タブレットの画面に

自分やみんながうつっていて

おもしろかったです。建物も旧

市庁舎を守るように建設され

ていると知ることができまし

た。普段はできない貴重な体

験が出来ました。

実際に寝台車や食堂車の中に入

ることができ、リアルな人形に

驚いたけどとても本格的でおも

しろかったです。展示されている

蒸気機関車や客車はどれもとて

も大きく迫力がありました。日

本の電車とは全く異なるアメリ

カならではの巨大なスケール感

を感じることが出来ました。

ホストファミリーとキャンプへ行

きとても楽しかったです。日本とは

違いご飯はキャンプに来ている人

全員で作り、皆で食べました。ホ

ストファミリーがとても料理上手

だったので色々教えてもらいなが

ら私も一緒に作りました。夜はキ

ャンプファイヤーで焼きマシュマロ

を食べながら現地の人達とたくさ

んお話しできて、思い出ができまし

た。

ホストファミリーはとても優しく

フレンドリーでした。どんな時も

私が退屈しないようにゲームに誘

ってくれたりお話ししたり日本の

アニメを付けてくれたりして嬉し

かったです。ペットの犬の「クマ」

はとても大きくておとなしく、人

懐っこくてかわいかったです。

一緒に過ごした時間すべてが大切

な思い出です。



アメリカ班アメリカ班

私たちの班の推し

７月２１日～７月２８日　

派遣前のイメージと違っていたことこの写真は、「カリフォルニア・ステートフェ
ア」です。移動遊園地だから小さいと思ってい
たけれど、予想に反する大きさに驚きました。
遊具や屋台の規模が大きく、SNSでも多くの人が
紹介している有名なものだと知りました。ま
た、サクラメントだけに限らず多くの地域から
人が来ており、年齢層も幅広かったため、多く
の人から愛されるお祭りだと思いました。

私たちの班の推しはたけしです。たけしは、松
山サクラメント姉妹都市協会の会長の息子で、
日本語と英語両方話せます。彼は、13才で私た
ちと同じくらいなのに、通訳をしてくれまし
た。彼自身も初めてだそうです。たけしのおか
げでサクラメントでの活動がさらに充実したも
のになって感謝しています。最高の友人です！

感動したこと 私たちの班の推し 派遣前のイメージと違っていたこと

この写真はサクラメント市庁舎にある、姉妹都
市を指している標識です。「松山」と書かれて
いるのを見て、サクラメント市とのつながりを
感じられとても感動しました。松山市以外に
も、世界各国にサクラメント市との姉妹都市が
あることが分かりました。その中でも、松山市
は昔からサクラメント市と交流が盛んに行われ
ていると聞いて、とてもありがたく感じまし
た。



愛媛県立松山西中等教育学校　教諭　渡部一行

　先ずは「令和8年度まつやま中学生海外派遣事業」に御尽力いただきました多くの関係者

の皆さまに心より感謝を申し上げます。本当にありがとうございました。

　さて、今回「アメリカ班」として派遣された生徒諸君(男子4名女子6名)の派遣期間中の各

プログラムへの取り組みや日常生活での成長ぶりには目を見張るものがありました。彼らの

きらきら輝く目と笑顔を見ていると、これからの松山をそして日本を背負って立ってくれ

るであろうという期待で胸が一杯です。寸暇を惜しんで積極的に英会話にチャレンジし、現

地の方々やホストファミリーと意欲的に交流し、異文化交流に果敢に取り組んだあなたた

ちの姿勢。決して忘れることなく今後の人生に生かしてください。

　最後に今回の派遣事業に関わってくださったすべての皆さまに、そして何より全力で支え

てくれた家族に、大きな大きな感謝の気持ちを忘れないようにしましょう。

 　　　　　　　　　　　　　　　　to be continued     ＜ありがとう　おかげさまで！＞



松山市立高浜中学校　教諭　平松　萌

　サクラメントでの最終日、ホストファミリーとの週末を終えて帰ってきた生徒の表情を見

ると、この派遣が生徒にとっていかに充実したものであったか、よく分かりました。生徒

10人それぞれが、目を輝かせながらホストファミリーとの思い出を話してくれました。生

徒を温かく受け入れてくれたホストファミリーに感謝いたします。また、現地のサクラメン

ト松山姉妹都市協会の方々のホスピタリティにも感銘を受けました。「サクラメントについ

てもっと知ってほしい！」「この交流がずっと長く続いてほしい！」という気持ちがひしひ

しと伝わってきました。８日間の派遣が充実したものになったのも、現地の方々のサポート

のおかげです。本当にありがとうございました。
　

　この派遣を通して、外国文化に触れることの興味深さ、外国語を使って人とコミュニケー

ションをとることの楽しさを再認識しました。英語科の教員として、今後も松山の中学生に

この思いを伝えていきたいです。
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